
参考資料１ 

書店・図書館等関係者における対話の場の開催について 

 

１．開催趣旨 

   全ての国民があらゆる機会と場所において書籍に触れ、読書を行うことができるよ

う、文化拠点としての書店等の振興、子供の読書活動、文化活動の推進等につながる

取組を支援するとともに、著者、出版社、書店と図書館との共存・共栄による新たな

価値創造を推進することが必要である。これを踏まえ、以下のとおり対話の場を開催

し、関係者の連携促進を図る。 

 

２．対話の場の構成員 

  ・著者関係団体 

  ・書店関係団体、出版関係団体  

  ・図書館関係団体 

  ・自治体関係 

   構成員は別紙のとおりとする。必要に応じて、別紙以外の関係者にも協力を求める

ことができる。 

 

３．主な論点例 

  ・現状と課題に関する共通認識 

  （書店と図書館に関わる論点（書店の減少要因や図書館の貸出等の新刊書籍売上への

影響、図書館による資料購入等）の現状等について共通理解を図るとともに、共

存・共栄に向けた課題を整理） 

  ・書店・図書館等との連携のあり方 

   ・優良事例の収集・普及の進め方 

  ・対話の場を基にした継続的な課題検討の枠組み 

  ・上記を踏まえた書店と図書館の共存・共栄のためのガイドライン（ 「図書館の設置

及び運営上の望ましい基準」等）のあり方 

 ・その他 

 

４．会議公開の取扱い 

   議事を公開する（原則として議事概要を公開）。 

 

５．その他 

会議の庶務は、一般財団法人出版文化産業振興財団、公益社団法人日本図書館協

会、文部科学省総合教育政策局地域学習推進課において処理する。 

  ※必要に応じて文化庁も参画する。 
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